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OpenTable、レストラン・飲食店向け予約台帳「GuestCenter」に 

ビジネスインテリジェンスを駆使した新機能を追加導入 

～ビジネスインテリジェンスを活用して、集客率を向上！レストランがカスタマーサービスに注力できる機会を創出～ 

 

Booking Holdings, Inc. (NASDAQ: BKNG) の一員であるオンラインレストラン予約サイトのリーディングカンパニー、オー

プンテーブル株式会社（本社：東京都渋谷区、セールス&サービス ディレクター：麻生浩史）は、当社の代表的なクラウ

ド型レストラン管理サービス「GuestCenter（ゲストセンター）」にビジネスインテリジェンスを採り入れた新機能を追加導入

したことを発表しました。 

今回導入した新機能は、レストランが自社のビジネス状況把握のために必要なツール及びインサイトを提供するビジネスイ

ンテリジェンス（BI）システムです。OpenTableの BIシステムは、来店客の予約傾向や嗜好パターンの理解を促進し、レ

ストランの集客率の向上に役立つツールやインサイトを提供します。これにより、レストランがカスタマーサービスに注力する機

会を創出し、リピーターの獲得、ビジネスの成長に貢献します。 

 

オープンテーブル株式会社のセールス&サービス ディレクターの麻生浩史（あそう ひろし）は次のように述べています。「私た

ちが提供するビジネスインテリジェンスは、来店客の傾向や履歴がひと目で把握できるツールとインサイトを提供するもので、

オペレーションやスタッフのシフト編成、マーケティング活動に役立てることができます。レストラン経営者・オーナーの方々には

OpenTableが提供する豊富な情報とインサイトをぜひとも活用して、経営に関わる重要な意思決定の局面で役立ててい

ただきたいと思います。」 

 

 時間帯別稼働率の分析：過去の客席稼働率を月間、年間別に分析し、客席稼働の傾向や今後の需要予

測に関するインサイトを提供 

 繁忙期のテーブル回転率の分析：忙しい時間帯における回転率を最適化し客席稼働率を最大化するためのイ

ンサイトを提供 

 予約データの分析：予約データを分析し、来店客がどのような手段・経路で予約したか、予約のチャンネル・経路

に関するインサイトを提供 

 紹介チャネルのデータ分析：来店客の予約を追跡、来店客の流入経路別動員数を解析し、紹介チャネルごと

のインサイトを提供 

 レストランの経営者・オーナー用アプリ：ビジネス状況を把握するために必要な情報を素早く解析し、月間、シフト

ベースの解析データを提供。レストランの経営者・オーナーが必要としているときにいつでもどこにいても手元のデバイ

スからデータアクセスが可能。 

 月次ビジネスレポート：多忙を極めるレストランオーナー、ゼネラルマネージャーに、実用的なビジネスインサイトとと

もに最新の売り上げ情報を提供。ステークホルダーへの報告にも活用できる。 

 

また、OpenTableでは今後、一見客の来店履歴や、口コミ・評価を分析することでリピーター獲得に貢献する新たな分析

機能を追加導入する予定です。 

https://restaurant.opentable.jp/products/guestcenter


 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
OpenTable について 

OpenTable （オープンテーブル）は、Booking Holdings, Inc. (NASDAQ: BKNG) の傘下で、オンラインレストラン予約における業
界をリードする企業です。加盟レストランは全世界で 46,000店舗を超え、毎月の利用者数は 2,500万人以上にのぼります。
OpenTableはお客様とレストランをつなげる架け橋として、お客様がより魅力的なレストランと出会えるお手伝いを、またレストランがより
きめ細かなサービスを通してリピーターを増やすお手伝いをしています。OpenTableの利用者はレストランの空席状況をリアルタイムに把
握でき、評価・口コミやメニューなどの店舗情報をもとに、レストランを簡単に予約することができます。OpenTableのウェブサイトやモバイ
ルアプリに加え、国内外の大手インターネット企業およびブランドを含む約 600のパートナーのサイトからも予約を受け付けています。
OpenTableのホスピタリティソリューションを利用することで、レストラン側は予約管理の負担が軽減され、店舗運営の効率化とサービス
レベルを向上することができます。1998年の設立以来、世界中で 16億人を超えるお客様に OpenTableのオンライン予約をご利用
いただきました。OpenTableは、米国カリフォルニア州サンフランシスコ市に本社を置き、米国全土をはじめ、日本、オーストラリア、カナ
ダ、ドイツ、アイルランド、メキシコ、オランダ、スペイン、イギリスを含む 20 ヵ国以上でサービスを提供しています。レストラン予約は、英
語、日本語、オランダ語、フランス語、ドイツ語、イタリア語、スペイン語で予約可能です。オープンテーブル株式会社は、米国
OpenTable, Inc.の日本法人です。さらに詳しい情報は、http://www.opentable.jp をご覧ください。 

また、製品情報は、https://restaurant.opentable.jp をご覧ください。 
 

OpenTableブログ: http://openforbusiness.opentable.jp/ 
OpenTable eBook: https://go.opentable.com/JP-2017-eBook-HTGP1.html 
OpenTable Facebook: https://www.facebook.com/OpenTable.Japan/ 

OpenTable YouTube: https://www.youtube.com/user/OpenTableVideo （英語のみ） 

＜本件に関するお問合せ先＞ 

オープンテーブル広報事務局 （MSL内） 担当：八木、草木迫 

TEL：03-5719-8901 FAX：03-5719-8919 Email：opentable_pr@msljapan.com 

例）時間帯別稼働率 画面 

 

例）繁忙期テーブル回転率の分析画面 
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